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商工会は経営支援を通じて
事業者の未来に貢献する

「商工会は 行きます 聞きます 提案します」

2 支援事例をHPで紹介 / 専門家派遣制度
春の叙勲・褒章

3 経営者の「モヤモヤ」相談室

4 未来を応援 /外国人雇用啓発月間

鴻
野
旅
館

商工ニュース　読者アンケート
ご意見ご要望もこちらまで。ご協力ください。

ン
ド
向
け
ホ
テ
ル
隣
に
あ
る
敷
地
を
借
り

て
ス
タ
ー
ト
！
。
最
初
は
素
通
り
す
る
外

国
人
が
多
く
、
言
語
の
問
題
も
あ
り
対
応

に
四
苦
八
苦
。
こ
の
状
況
を
経
営
指
導
員

さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
高
山
市
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
部
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
担

当
者
を
紹
介
さ
れ
、
適
正
な
多
言
語
化
表

記
や
国
別
の
習
慣
・
文
化
・
嗜
好
に
つ
い

て
指
導
い
た
だ
き
、
メ
ニ
ュ
ー
表
や
Ｐ
Ｏ

Ｐ
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
で
き
ま
し
た
。

こ
の
改
善
効
果
に
よ
り
、
外
国
人
が
店
前

に
集
ま
る
よ
う
に
な
り
売
上
も
増
加
し
、

ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事
業
を
通

じ
て
飛
騨
高
山
の
夕
食
難
民
解
消
の
一
役

を
微
力
な
が
ら
担
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー

で
出
会
っ
た
お

客
様
を
実
店
舗

へ
誘
導
で
き
る

新
た
な
プ
ラ
ン

を
考
案
し
、
安

定
し
た
経
営
を

目
指
し
ま
す
。

�

（
所
属　

高
山
北
商
工
会
）

創
業
１
３
９
年
の
老
舗
料
理
旅
館

後
継
者
の
挑
戦

～
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事
業
～に

飛
騨
高
山
の
観
光
客
の
夕
食
に
対
す

る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
ホ
テ
ル
は
素
泊
ま
り
や
一

泊
朝
食
プ
ラ
ン
と
い
っ
た
泊
食
分
離
が
主

流
と
な
り
、
夕
食
を
と
る
事
が
で
き
な
い

観
光
客
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
中
心
に
夕

食
難
民
が
多
数
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、

イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
の
獲
得

に
向
け
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
を

利
用
し
た
高

級
弁
当
の
販

売
を
目
標

に
、
令
和
６

年
度
小
規
模

事
業
者
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
応
援
補
助
金（
岐

阜
県
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
）の

活
用
を
提
案
い
た
だ
き
挑
戦
し
た
結
果
、

採
択
さ
れ
新
事
業
へ
の
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事
業
開
始
と
今
後
の
展
開

昨
年
12
月
に
高
山
駅
近
く
の
イ
ン
バ
ウ

▪ 

鴻
野
旅
館（
キ
ッ
チ
ン
こ
う
の
） 

▪

�

鴻
野
　
真
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Instagram
� https://w

w
w

.instagram
.

com
/kitchen_kouno/

▲Instagram

創
業
１
３
９
年
の
老
舗
料
理
旅
館

当
店
は
創
業
１
３
９
年
、
高
山
市
国
府

町
で
各
種
宴
会
や
法
事
、
仕
出
し
等
で
長

き
に
わ
た
り
地
元
で
愛
さ
れ
て
き
た
料
理

旅
館
で
す
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
生
活
様
式
が

変
化
し
、
各
種
宴
会
や
法
事
な
ど
の
売
上

が
激
減
し
ま
し
た
。
弁
当
や
仕
出
し
な
ど
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
需
要
は
高
ま
っ
て
き
ま

し
た
が
、
宴
会
や
法
事
ほ
ど
の
利
益
確

保
は
難
し
く
、
利
益
率
の
高
い
売
上
の
創

出
・
販
路
開
拓
が
急
務
だ
と
考
え
ま
し
た
。

観
光
客
向
け
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事
業
へ
の
挑
戦

新
た
な
売
上
の
創
出
と
し
て
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
に
よ
る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
の
集
客

を
考
え
、
商
工
会
の
経
営
指
導
員
さ
ん
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
だ
わ
り
の
自
家

製
米
や
地
元
食
材
を
使
っ
た
長
年
の
豊
富

な
調
理
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
対
応

な
ど
個
々
の
お
客
様
の
ど
ん
な
ニ
ー
ズ
に

も
対
応
で
き
る
大
き
な
強
み
を
生
か
し
、

観
光
客
向
け
の
夕
食
を
提
供
し
た
ら
ど
う

か
」
と
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
経
営
指
導
員
さ
ん
と
一
緒

▲キッチンカー ▲飛騨牛すき焼き弁当

▲店主の鴻野さんご夫妻
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岐
阜
県
内
の
商
工
会
で
は
、
地
域

経
済
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
小
規

模
事
業
者
の
経
営
力
を
強
化
す
る
た

め
、
専
門
家
を
派
遣
し
て
支
援
す
る

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

幅
広
い
業
種
の
様
々
な
経
営
課
題

に
対
し
、
豊
富
な
経
験
と
実
績
を
持

つ
専
門
家
が
短
期
間
で
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ 

専
門
家
派
遣
活
用
事
例

昨
年
度
、
実
際
に
専
門
家
派
遣
が

行
わ
れ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

①
創
業
支
援

創
業
時
に
は
、
計
画
書
の
作
成
や

労
務
契
約
の
整
備
、
広
告
戦
略
の
検

討
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
発
生
し
ま

す
。
専
門
家
派
遣
を
活
用
し
、
計
画

書
の
策
定
・
修
正
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
、
無
事
に
創
業
を
果
た

し
た
事
業
者
が
多
数
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
創
業
後
の
収
益
向
上
策
や
実
務

上
の
注
意
点
に
つ
い
て
も
支
援
可
能

で
す
。

②
販
売
促
進

経
済
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
従
来

の
方
法
で
は
売
上
・
利
益
の
確
保
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
売
上
を

伸
ば
し
た
い
」「
新
規
顧
客
を
獲
得

し
た
い
」
と
考
え
て
い
て
も
、
具
体

的
な
施
策
に
悩
む
こ
と
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

専
門
家
派
遣
を
利
用
す
れ
ば
、
販

路
開
拓
戦
略
の
立
案
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
制
作
・
改
善
、
新
規
顧
客
獲
得
の

方
策
に
つ
い
て
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

③
事
業
承
継

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、

事
業
の
存
続
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

廃
業
で
は
な
く
、
事
業
承
継
と
い
う

選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。
株
式
の
移
譲

や
贈
与
に
関
す
る
課
題
な
ど
、
専
門

家
が
具
体
的
な
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

④
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）策
定

企
業
が
安
定
し
た
経
営
を
続
け
る

に
は
、
リ
ス
ク
へ
の
備
え
も
不
可
欠

で
す
。
特
に
自
然
災
害
な
ど
の
リ
ス

ク
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）の
策
定
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

専
門
家
派
遣
を
活
用
す
れ
ば
、
企

業
の
現
状
を
分
析
し
、
リ
ス
ク
評
価

を
行
い
な
が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
Ｂ

Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）の
作
成
を
支

援
で
き
ま
す
。

⑤
そ
の
他

紹
介
し
た
事
例
の
他
に
も
、
働
き

方
改
革
に
伴
う
就
業
規
則
の
見
直
し

や
、
商
標
等
、
知
的
財
産
権
の
活
用

支
援
な
ど
、
幅
広
い
事
業
運
営
相
談

に
対
応
可
能
で
す
。

■ 

ご
利
用
に
あ
た
っ
て

専
門
家
派
遣
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
最
寄
り
の
商
工
会
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
事
業
は

専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
提
供
に

特
化
し
て
お
り
、
補
助
金
申
請
書
類

や
広
告
チ
ラ
シ
、
実
務
手
続
き
業
務

の
作
成
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
点
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

県連合会および県内商工会のHPでは、補助金・助成金等の案内や各種セミ
ナー・展示会・商談会の開催情報等、事業者の皆様の経営に役立つ様々な情報を
発信しています。今回は、その中のコンテンツのひとつである「支援事例」につ
いてご紹介いたします。
県連合会HPでは、支援事例を定期的（月に 2回程度）に更新しています。
県内の経営指導員が実際に支援を行った事例について、「どのような支援を行っ
たか、活用した施策は何か」「どのような成果があったのか」を紹介しています。
業種や従業員規模がわかるように掲載していますので、ご自身の事
業に近い事例は支援内容や施策の活用などを参考にされてはいかが
でしょうか。この支援事例のページは、HPのトップバナーからすぐ
に表示することができますので、ぜひご覧ください。

商工会が行った支援事例をHPで紹介しています！

専
門
家
を
活
用
し
て
、課
題
を
克
服
し
、

経
営
力
を
高
め
ま
し
ょ
う

岡田 悠子氏

笠
松
町
商
工
会
元
会
長

（
中
小
企
業
振
興
功
労
）

旭日単光章旭日単光章

笠
松
町
商
工
会
会
員

（
中
小
企
業
振
興
功
労
）

旭日双光章旭日双光章

鈴木 伸二氏

富
加
町
商
工
会
元
理
事

（
地
方
自
治
功
労
）

旭日小綬章旭日小綬章

板津 德次氏

名和 幸彦氏

笠
松
町
商
工
会
元
理
事

（
消
防
功
労
）

瑞宝単光章瑞宝単光章

白
川
町
商
工
会
会
員

（
保
健
衛
生
功
労
）

瑞宝双光章瑞宝双光章

野尻　眞氏

安
八
町
商
工
会
会
員

（
消
防
功
労
）

瑞宝双光章瑞宝双光章

堀
　
知
靖
氏

新田　久氏

東
白
川
村
商
工
会
元
会
長

（
中
小
企
業
振
興
功
労
）

旭日単光章旭日単光章

令
和
７
年
春
の
叙

令
和
７
年
春
の
叙

勲
・
褒
章
受
章
者
が

勲
・
褒
章
受
章
者
が

発
表
さ
れ
、
次
の
方

発
表
さ
れ
、
次
の
方

（
商
工
会
か
ら
報
告

（
商
工
会
か
ら
報
告

の
あ
っ
た
方
）
が
受

の
あ
っ
た
方
）
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

章
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

い
ま
す
。

叙
勲
・
褒
章
受
章
者

叙
勲
・
褒
章
受
章
者

春春
のの
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タイトルにピンときた
方は、マーケティングを
かなり学んでいらっしゃ
るかもしれません。今回
は誰もが関心のある「売
上アップ」についてお伝
えします。
「チラシやWebサイト

を作ったり、SNSに投稿したりしても売上が思ったほ
ど伸びない…」そんな経験はありませんか？
実はその前にやるべきことがあるのです。そうい

う意味で「第０歩」「それ以前」などとお伝えしてい
ます。少しカッコイイ言葉にすると「戦略」ですね。
一方で、チラシやSNS等は「戦術」になるのです
が、「戦略の失敗を戦術で補うことはできない」と
クラウゼヴィッツの『戦争論』にもあります。
「SNSで集客できたのに売上アップしない」と
いったよくあるケースでは、戦術は成功していても
戦略が欠けている可能性が高いです。戦術は戦略を
効率的に実現するための「手段」です。戦術から始
めてしまうと、こうなることが多いです。
ですので、SNSをやる前に「なぜお客様はその商
品を買うのか？」を考える必要があります。
ここで、メインタイトルの【ドリルではなく「穴」
を売れ】につながります。これは「お客様は商品そ
のものではなく、それを使って得られる価値を買っ
ている」という考え方です。お客様がドリルを買う
理由は、穴をあけるためです。そして、その先には
「自作した家具を使って得られる便利さ」や「家具
を自作する楽しさ・充実感」などといった価値があ
るはずです。このように、お客様が商品を買う理由
（＝価値）を突き詰めることで、適切な戦略が見えて
くるのです。

また「お客様」自体について考えることも大切で
す。売上アップしない、または利益アップしない理
由は、お客様が適切ではないことも多いのです。例
えば、ある製造業では売上全体の80％を占めるメイ
ン顧客の粗利益率が１％だったことがありました。
それに毎年値下げ交渉を受け入れざるを得ず、売上
も利益もアップしないという…当初、その経営者は
「大切なお客様」とおっしゃっていましたが、私は
「それはお客様ではない」と、戦略の再構築を支援
しました。
つまり、正確には「どんなお客様に、自社商品・
サービスを通じて、どんな価値を提供するのか？」
を考えることになります。
では、具体的にどう考えればよいのでしょうか？

ここで役立つのが、以下の２つのツールです。
①ローカルベンチマーク（ロカベン）
・�経済産業省が2016年に発表した企業の健康診断
ツール。
・�簡単な財務分析も可能で、現状の強み・課題を把
握できる。

②経営デザインシート
・�内閣府が2019年に発表した、将来の経営をデザイ
ンするためのツール。
・�ロカベンと組み合わせることで、より効果的な戦
略策定が可能。
これらのツールを活用すれば、自社の商品・サー
ビスが「どんなお客様に、どのような価値を提供し
ているのか？」を明確にしやすいです。特におすす
めは①⇒②の順番です。詳細は各Webサイトで確
認いただくか、お近くの商工会に相談されると良い
でしょう。
もちろん私自身もこのツールのセミナー・ワーク
ショップ・個別支援をしております。その中で、既
存商品の新たな価値に気づき、販売先や営業方法を
ガラッと変えた企業があります。私が関わった約６
か月間でも生産が間に合わなくなる、材料の仕入れ
資金が足りなくなる…くらい新規受注が増えたため、
慌てて金融機関に融資を頼みに行くほどでした。
こういう話をすると「ウチはＢtoＢだから」と避
ける方もいらっしゃいますが、先に挙げた２事例は
いずれもＢtoＢです。業態に関わらず皆さん、ぜひ
取り組んでみてください。
次回のテーマは【「値決め」は経営】です。お楽
しみに！

第２回
ドリルではなく「穴」を売れ
売上アップの「第０歩」
ロカベン、経営デザインシート

経営者の
「モヤモヤ」相談室

藤井先生には、全12回シリーズで会員
事業者様のための経営に役立つ情報を
トピックスとして、連載していただきます。

株式会社ＡＣＣ
中小企業診断士　藤井 健太郎
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■ �創業60年、技術に妥協なし
　同社は1965年に先代の兼松紀男氏が「兼松紙器」と
して創業。当時は貼り箱やステッチャー箱製造が事業
の中心で、1994年より箔押し加工を開始。1996年に自
動針金四隅止機を導入、大ロットのステッチャー箱製
造も可能となりました。2019年の法人化に伴い兼松栄
司氏が代表取締役就任。箔押しの熟練職人である栄司
氏が同社を箔押しが中核事業となる包材の加工専門企
業に成長させました。お酒
や食料品の贈答用パッケー
ジなど紙箱・化粧箱への箔
押しをはじめ、空押し加工
や浮出し加工、木の板、皮、
PPなど紙以外の材質や多様
な形状にも対応できる高い
技術力とノウハウを備えて
います。

■ 改善の想いが盛り沢山　まずは解決すべき
　 課題の整理と優先順位を
　兼松社長は高い技術を持つ職人でありながら、
2019年に営業部門を立ち上げ、取引先のブランド戦
略や販促まで担える会社にしたいと強く願い、様々な
業務に奔走されるなかで、日々の業務に忙殺され改善
すべき事業課題にどのような形で取り組むべきなのか
解決の糸口が見つからないという悪循環となっていま
した。そこで商工会は、社長の目指す経営ビジョン実
現に向けて、先ずは事業課題を整理するため広域支援
室と連携してヒアリングを実施しました。その結果、

「人材（育成）」、「設備投資（マシン）」、「生産管理」の
３つが課題であることがわかり、商工会として県連合
会本部専門経営指導員及び広域支援室と連携した支援
を行うことにしました。そして、課題解決に向けた支

援計画書を作成し、課題の優先順位を可視化しました。

■ 生産性向上に対する提案
商工会では県連合会本部の専門経営指導員及び広域

支援室と社長とともに支援内容の確認を行い、生産性
向上への取組みの課題を洗い出し、必要設備・システ
ム導入を検討することとしました。また、専門家派遣
制度を利用して従業員教育についてスキルマップを
作成し、スキルの可視化と教育制度導入を提案しま
した。さらに３つの課題の優先順位について協議し、
「生産管理の問題課題の明確化」を最優先としまし
た。そこで、(公財)ソフトピアジャパンのスマート経
営応援隊事業を活用した支援を行い、生産工程におけ
る問題点をヒアリングしました。その結果、箔押し加
工は通常の印刷工程に組み込むことが難しく、生産工
程が複雑で全てをデジタル化することは困難であるこ
とが判明しました。未だ支援は始まったばかりで、現
在も工程診断継続による課題解決方法を模索している
段階ですが、商工会による課題解決に向けた伴走支援
は社長の願いを叶え、会社の成長のために継続してい
きます。� （坂祝町商工会）

箔押し・浮出し加工

株式会社兼松
代表取締役　兼松 栄司

 〒505-0071
　 加茂郡坂祝町黒岩1494-1

 0574-66-2289
 https://kkanematsu.com/ HP

兼松社長

5色6工程、技術と品質が凝縮された名刺

加飾技術に妥協なき職人の生産性
向上への取組みを伴走支援

未来を応援

株式会社兼松

外国人（特別永住者等を除く。）の雇入れ及び離職の際
には、その氏名、在留資格などをハローワークに届け出て
ください。
外国人労働者の適正な雇用の推進及び不法就労の防止
を図ることについて、事業主をはじめ皆さんのご理解とご
協力をお願いします。

問い合わせ　岐阜労働局職業対策課（  058-245-1314）または最寄りのハローワーク

～外国人雇用はルールを守って適正に～

知って、守って、みんなで活躍6月は「外国人雇用啓発月間」です


